
薬剤名 用法用量 1 8 15 21

パージェタ

（Pertuzumab）

420mg

点滴静注（30分）

ハーセプチン

（Trastuzumab）

6mg/kg

点滴静注（30分）

【適応】

【前投薬】

【注意事項】

【レジメンポイント】

【主な副作用】

HP療法+DOC療法 

①デキサメタゾン静注6.6mg（Day1）

※1 初回投与のみ840mg 60分

※2 初回投与のみ8mg/kg 90分

3週間ごと　PD（憎悪）まで

HER2陽性の手術不能または再発乳癌

Infusion reaction、心機能障害

パージェタを単独投与した場合の有効性および安全性は確立していない。前回投与日から6週間未

満のときには420mgを投与する、6週間以上のときには改めて初回投与量の840mgで投与行う。

定期的な心機能モニタリングにおいてLVEF40%未満、あるいは40～50%でベースラインからの

LVEFの低下が10%以下になった場合は、投与を延期する。パージェタとハーセプチンの減量基準

は設定されていない。
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※2


